
「
図
　
会
　
も
　
の
」
補
　
説

1
山
田
意
斉
の
読
本
を
め
ぐ
っ
て
ー

「
国
文
学
放
」
第
二
十
二
号
に
、
「
後
期
読
本
群
の
一
分
野
－
『
図
会
も

の
』
に
つ
い
て
－
」
と
題
す
る
論
稿
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
諭
稿
に
二
二
二
補

っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
生
じ
た
の
で
、
貴
重
な
紙
面
を
さ
い
て
い
た
ゞ
く
ー
Y

に
し
た
。
前
に
発
表
し
た
諭
稿
の
要
点
を
今
一
圧
復
習
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
政
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
山
璽
京
伝
の
詑
本
の
初
作
「
忠
臣
水
的
伝
」
前

編
の
成
功
が
一
大
転
機
と
な
っ
て
、
読
本
の
主
流
が
上
方
か
ら
江
戸
へ
と
移
っ

た
が
、
そ
の
時
斜
陽
の
影
濃
い
上
方
出
矩
業
界
の
苦
肉
の
舞
の
一
つ
と
し
て
、

名
所
図
会
流
行
に
便
乗
し
た
「
図
会
も
の
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
読
本
の
一
群
が
田

板
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
図
会
も
の
」
の
体
裁
は
、
絵
柄
に
至
る
ま
で
名
所
図

会
に
酷
似
し
て
お
り
（
絵
師
が
共
通
と
い
う
点
も
あ
っ
て
）
、
そ
の
内
容
は
、

先
行
の
戦
記
物
語
な
ど
の
焼
直
し
と
い
っ
た
も
の
で
、
秋
盟
離
島
な
ど
い
う
本

作
り
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
転
換
期
に
姿
を
見
せ
た
　
「
図
会
も

の
」
は
、
文
化
・
文
政
と
い
う
江
戸
読
本
最
盛
期
に
は
全
く
姿
を
見
せ
な
い
が
、

読
本
の
衰
退
期
に
入
っ
た
天
保
年
間
か
ら
再
び
姿
を
現
わ
し
、
幕
末
の
読
本
界

山

に
一
つ
の
彩
り
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
幕
末
期
の
「
図
会
も
の
」
の
体
裁
・
内

容
は
、
と
も
に
初
期
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
り
が
な
く
、
ま
た
主
と
し
て
上
方

の
読
本
作
者
の
芋
に
な
っ
で
い
る
こ
と
も
共
通
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
　
「
図
会
も
の
」
　
は
、
創
作
力
不
要
の
文
学
で
あ

り
、
出
板
業
者
の
商
業
政
策
上
の
産
物
で
あ
る
こ
と
に
変
り
な
か
っ
た
。

二

間
蟄
編
の
「
日
本
小
説
書
目
年
表
」
を
見
る
と
、
作
者
不
明
、
刊
年
不
明
の

読
本
が
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
　
「
図
会
も
の
」
　
と
呼
ば
れ
与
る
読
本
の
中
に

も
、
そ
れ
が
相
当
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
調
査
し
て
い
く
と
、
幕
末
期
「
図

会
も
の
」
作
者
と
し
て
、
山
田
意
百
の
名
が
大
き
く
浮
び
上
っ
て
く
る
。

山
田
意
膏
の
読
本
日
録
を
試
み
に
作
成
し
て
み
た
の
で
、
次
に
そ
れ
を
掲
げ

て
み
る
。

山
田
意
語
託
本
日
録

1
、
絵
本
稿
公
記
　
初
編
五
　
速
水
春
瞳
斎
画
　
享
和
元
年
刊
　
半
紙
本

23



山
田
待
翁
育
速
　
と
見
え
る
。
仝
一
二
十
巻
で
完
結
。
二
㍍
以
後
六
編
ま
で
は

速
水
春
陳
算
の
自
画
自
作
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
浜
田
持
介
氏
「
訳
本
訳
本

の
作
者
速
水
春
腔
苔
伝
敷
」
　
（
国
語
国
文
帯
三
一
七
号
）
に
説
が
あ
る
。

2
、
新
編
女
水
溶
侍
　
六
　
菓
苗
西
北
崇
画
　
文
政
元
年
刊
　
隼
抜
本

「
机
“
者
浪
花
好
花
望
野
亭
」
と
巻
末
に
あ
る
。
好
花
望
野
亭
は
意
京
の
別

名
。
預
平
合
戦
頃
に
材
を
求
め
、
水
筒
伝
に
附
会
し
た
作
品
で
、
江
戸
風
の

木
棺
的
読
本
で
あ
る
。

3
、
昔
吾
茨
の
露
　
六
　
葛
飾
揖
斗
画
　
文
政
三
年
刊
　
半
紙
本

序
文
　
文
政
二
年
　
甫
里
芋
其
楽
。
仇
討
も
の
の
木
棺
的
㍊
末
で
あ
る
。

4
、
m
正
行
戦
功
悶
倉
　
前
編
五
　
西
村
中
和
的
　
文
政
四
年
刊
　
大
本

徒
編
六
　
仝
右
　
　
　
　
文
政
七
年
刊
　
大
本

日
本
小
説
書
百
年
山
衷
に
は
作
者
名
な
し
。
巻
一
の
胃
頭
に
浪
速
野
亭
散
人
考

訂
の
署
名
が
あ
り
「
最
大
阪
田
板
書
括
目
録
」
の
中
に
も
、
作
者
山
田
圭

音
（
阿
波
橘
町
）
板
元
河
内
屋
頂
七
（
伝
馬
町
）
と
あ
る
。
慧
蕾
の
開
会
も

の
の
初
作
で
あ
り
、
端
末
用
招
余
も
の
の
初
作
で
も
あ
る
。

5
、
美
紀
勲
功
間
倉
　
前
編
五
　
西
村
巾
和
国
　
文
政
入
年
刊
　
大
木

校
編
五
　
仝
右
　
　
　
　
文
政
九
年
刊
　
大
本

日
本
小
説
書
目
年
表
で
は
、
作
者
・
刊
年
と
も
未
詳
。
島
津
久
基
博
士
箸

「
去
経
伝
説
と
文
学
」
で
は
、
浪
速
好
葦
望
野
亭
著
　
宴
政
七
年
刊
　
と
あ

る
。
こ
れ
は
、
序
に
「
政
甲
」
と
あ
る
の
で
安
政
七
年
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
巻
頭
に
浪
花
山
田
は
雄
散
生
考
訂
と
あ
り
、
刊
記
は
前
記
の
通
り
。

6
、
詣
絵
本
金
石
評
一
〇
　
帯
㍑
阿
　
文
政
十
年
刊
　
筏
刷
太
・
半
紙

．

と

′
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．

ノ

本日
本
小
説
告
R
年
表
に
は
、
文
政
十
一
年
刊
　
山
田
某
山
子
作
　
と
あ
る
。

こ
れ
は
後
用
木
を
も
っ
て
記
紀
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
挟
間
本
で
は
、
序
に

文
政
十
年
、
刊
記
に
「
文
政
六
年
正
月
求
板
」
と
あ
り
、
巻
末
「
授
冊
∵
千
丈

校
」
　
（
未
見
・
柳
闘
柑
壷
箸
文
政
十
一
年
刊
・
日
本
小
説
H
R
年
表
）
広
告

に
、
「
今
文
政
十
亥
年
婁
折
に
古
老
の
伝
詔
を
得
て
云
々
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
後
刷
本
は
文
政
十
年
頃
刊
、
初
校
は
少
く
も
文
政
六
年
以
前
と

な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
初
板
木
未
見
で
あ
る
か
ら
、
一
応
後
副
本
で
刊

行
順
と
し
た
。

マ
†

内
容
は
、
胃
疎
の
詳
記
に
「
由
実
子
日
金
石
評
趣
意
水
些
一
条
雨
附
倉
之
以

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

劇
場
所
謂
秋
畏
縮
班
担
折
詰
亦
走
紙
上
一
肌
場
面
己
」
　
（
此
二
条
と
は
捜
神

記
の
干
将
某
郡
の
雌
雄
の
朗
説
話
と
、
普
告
の
㌶
映
子
の
説
話
を
指
す
。
）

と
あ
る
に
よ
っ
て
閉
ら
か
で
あ
る
。
意
蕾
の
代
表
的
な
木
棺
的
読
本
で
あ

る
。

7
、
章
仲
拗
一
功
悶
留
　
前
編
五
　
看
阪
抒
翼
Ⅲ
　
天
保
三
年
刊
　
大
本

後
編
五
　
仝
右
　
　
　
天
保
七
年
刊
　
大
木

旦
小
小
説
封
日
揮
虫
で
は
、
作
者
・
刊
年
と
も
大
群
。
「
翫
大
阪
出
航
H
］

持
日
録
」
の
中
に
は
、
作
ポ
山
田
薫
緑
（
佐
滝
山
町
）
頼
元
河
内
E
欝
兵
朽

（
北
久
太
郎
町
五
丁
目
）
と
あ
る
。
所
見
本
へ
彼
刷
木
）
の
貴
紙
真
に
好
花

望
主
人
票
縮
、
各
羞
冒
頭
に
、
浪
速
山
珪
士
倍
量
訂
と
見
え
る
。

8
、
m
同
姓
爺
忠
薄
情
　
従
紹
一
〇
　
石
田
玉
山
画
　
天
保
五
年
刊
　
半
紙
本

日
本
小
説
誓
日
年
秦
に
は
、
「
椚
同
姓
爺
忠
贅
柏
　
二
三
　
石
田
玉
山
崗
作

文
化
元
年
刊
（
附
台
清
記
、
天
保
四
年
に
完
結
）
」
と
あ
る
。
「
最
大

阪
田
駈
㌫
籍
目
録
」
に
は
、
拍
皆
篇
忠
慕
情
後
編
十
酔
　
作
者
　
大
部
艮
斑

状
（
木
挽
町
中
之
丁
）
鵜
板
、
崇
　
右
同
人
　
喜
弘
柏
原
H
m
兵
柏
（
心
苗
町
）

と
あ
る
。
後
編
初
冊
鶏
頭
に
、
出
圭
等
士
信
諸
と
見
え
る
。

内
容
は
、
後
編
の
序
文
に

0
1
前
路
1
故
玉
山
翁
碧
曾
悶
姥
爺
忠
羞
画
壇
干
性
行
欲
望
毎
其
次
絹
敦
台
湾
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記
図
画
己
成
英
然
一
朝
臥
病
身
没
而
不
遂
後
経
著
千
年
睾
房
某
就
小
生
完
補

之
因
以
参
考
明
清
田
記
田
地
爺
侍
台
湾
瓢
氏
紀
事
等
縞
述
後
棒
十
巻
加
故
翁

之
画
應
柳
其
需
爾
　
天
保
四
賀
己
秋
九
月
　
山
珪
士
信

と
見
え
る
ご
と
く
、
鄭
成
功
の
事
績
を
抜
か
っ
た
戦
記
も
の
で
あ
る
。

9
、
復
讐
梅
苑
新
語
　
六
　
　
　
　
　
　
　
天
保
六
年
刊

未
見
。
日
本
小
説
書
目
年
表
に
は
、
好
垂
望
主
人
作
　
と
あ
る
。

1
0
、
郡
餌
佼
世
継
草
紙
一
〇
　
　
　
　
　
天
保
九
年
刊

未
見
。
日
本
小
説
書
目
年
表
に
は
、
好
花
主
人
作
　
芝
蘭
処
士
序
　
と
あ

る
。

1
1
、
繹
尊
御
一
代
記
間
合
　
六
　
前
北
斎
卍
老
人
画
　
弘
化
二
年
刊
　
大
本

日
本
小
説
書
目
年
表
で
は
、
作
者
・
刊
年
と
も
未
詳
と
な
っ
て
い
る
。
所
見

本
表
紙
雲
に
、
山
里
思
育
望
参
考
、
巻
頭
に
、
浪
葦
好
花
望
野
亭
考
選
と
あ

り
、
刊
記
に
、
大
和
屋
書
祓
参
考
　
弘
化
二
年
乙
己
四
月
　
と
あ
る
。

㌣
大
伴
金
遺
息
萱
悶
愈
　
前
編
五
　
柳
斎
重
春
画
　
冨
永
元
年
刊
　
大
木

．
　
　
　
　
　
　
　
　
後
編
五
　
仝
右
　
　
　
嘉
永
三
年
刊
　
大
本

㌣
扶
桑
皇
統
試
用
合
　
前
編
一
〇
　
柳
頁
重
春
画
　
冨
永
二
年
刊
　
大
本

後
編
一
〇
　
仝
右
　
　
　
　
京
永
三
年
刊
　
大
本

日
本
小
説
書
目
年
表
で
は
、
冨
永
年
間
刊
　
と
あ
る
が
、
所
見
本
に
よ
り
訂

正
。
な
お
所
見
木
賃
表
紙
に
、
潰
輩
好
葦
望
主
人
若
編
、
龍
頭
に
、
浪
韮
望

野
亭
参
考
　
と
見
え
る
。

遺
漏
も
あ
ろ
う
が
、
以
上
の
目
録
十
三
部
の
読
本
の
う
ち
、
図
会
も
の
と
呼

ば
れ
う
る
も
の
が
六
部
ま
で
あ
る
。
日
本
小
説
書
目
年
表
で
は
、
こ
の
う
ち

「
大
伴
金
這
忠
孝
図
会
」
　
「
扶
桑
真
統
記
画
会
」
の
二
部
の
み
が
円
心
京
の
作
品

と
さ
れ
て
い
た
が
、
「
棉
正
行
戦
功
図
会
」
　
「
義
経
勲
功
図
会
」
　
「
董
仲
勲
功

図
会
」
　
「
釈
尊
御
一
代
記
図
会
」
の
四
部
も
、
何
ほ
ど
か
の
意
味
に
お
い
て
、

彼
慧
育
の
手
を
経
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
て
み

る
と
、
棄
縛
亭
主
八
（
京
都
の
人
、
池
田
氏
、
閑
古
鰭
主
人
等
の
別
号
あ
り
）

の
「
北
条
時
瓶
記
図
会
」
一
〇
石
川
半
山
両
冨
永
元
年
刊
　
な
ど
少
数
の
も
の

を
除
い
て
、
幕
末
期
に
上
方
で
田
伍
さ
れ
た
図
会
も
の
の
過
半
は
、
慧
膏
の
手

を
経
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
意
嘉
が
注
自
す
べ
き
作
者
の
一
人
と
い
う
こ

と
も
う
な
ず
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

江
戸
の
地
に
お
い
て
も
、
幕
末
期
に
図
会
も
の
が
現
わ
れ
て
お
り
、
主
と
し

て
読
本
全
盛
雨
の
化
政
年
間
に
活
躍
し
た
高
井
甫
山
の
「
平
家
物
語
悶
合
」
前

編
六
有
坂
路
育
画
文
政
十
二
年
刊
・
後
編
六
有
坂
踊
育
画
冨
永
二
年
刊
　
と
か
、

幕
末
期
に
人
情
本
の
作
者
と
し
て
売
り
出
し
た
校
亭
金
水
の
「
項
光
朝
臣
勲

功
悶
曾
」
一
〇
歌
川
良
秀
画
嘉
永
五
年
刊
　
と
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

関
山
に
し
て
も
金
水
に
し
て
も
、
む
し
ろ
江
戸
前
の
木
棺
的
許
太
－
そ
れ
は

「
星
月
夜
璃
晦
録
」
初
編
～
六
絹
三
〇
高
井
田
山
作
蹄
育
北
臨
画
文
化
五
年
～

文
政
九
年
刊
　
と
か
、
「
絵
本
阿
佐
倉
日
記
」
一
・
二
厩
一
〇
校
章
金
水
作
歌

川
良
秀
画
嘉
永
五
年
刊
　
と
か
い
っ
た
も
の
で
、
そ
の
価
値
を
高
く
評
価
で
き

ぬ
も
の
で
は
あ
っ
た
が
－
に
振
り
組
ん
で
い
た
人
々
で
あ
っ
て
、
琶
苔
ほ
ど
悶

会
も
の
に
身
を
入
れ
て
い
な
い
か
ら
、
慧
管
は
上
方
だ
け
で
な
く
、
上
方
・
汀

戸
を
通
じ
て
の
図
会
も
の
の
主
翼
作
者
と
し
て
注
目
さ
れ
う
る
。

≡

初
期
の
閉
会
も
の
、
例
え
は
秋
旦
抗
鳥
の
「
源
平
1
1
－
黛
畏
記
柏
倉
」
六
石
田
玉

山
画
安
政
十
二
年
刊
　
に
つ
い
て
い
え
ば
、
棒
完
は
大
本
で
挿
絵
多
く
、
内
容

は
字
句
の
取
捨
撰
択
や
、
抑
話
の
取
捨
桝
択
を
行
っ
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
源
平

堕
軍
記
そ
の
ま
ま
の
敢
き
写
し
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
出
＝
仙
窟
の
阿
会
も
の
と
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て
、
体
裁
は
大
水
で
あ
り
、
挿
絵
も
、
初
期
の
国
会
も
の
に
多
く
画
い
て
い
る

西
村
中
和
を
含
め
て
画
師
は
様
々
だ
が
、
相
当
数
抽
入
さ
れ
て
お
り
（
絵
柄
は

初
期
の
頼
政
図
的
描
写
の
景
色
と
か
群
衆
と
か
が
多
い
の
に
対
し
て
、
一
般
の

読
本
の
折
絵
と
同
株
に
武
者
絵
な
ど
の
人
物
像
が
多
く
な
っ
て
は
い
る
が
）
、

装
釘
が
い
く
ら
か
上
等
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
初
期
の
図
会
も
の
と
一
見
同

じ
で
あ
る
。
そ
の
内
客
と
て
、
必
ず
種
本
が
あ
る
点
、
全
く
同
一
と
い
え
る
。

し
か
し
そ
の
内
客
を
精
査
し
て
い
く
と
、
「
預
平
盛
衰
記
図
会
」
に
お
け
る

源
平
盛
衰
記
と
い
う
ほ
ど
の
類
似
性
を
全
て
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

よ
う
で
あ
る
。
今
は
、
ま
ず
「
大
伴
金
遺
忠
孝
図
会
」
を
採
り
あ
げ
て
み
る
。

も
ち
ろ
ん
「
大
伴
金
最
忠
葦
開
会
」
に
も
和
本
は
あ
る
。
そ
れ
は
「
大
友
真

鳥
実
記
」
一
〇
畠
山
竹
隠
育
楯
録
元
文
二
年
刊
（
吉
保
二
十
年
序
）
で
あ
り
、

も
の
掠
班
と
し
た
有
様
は
、
次
に
か
か
げ
る
冒
頭
文
の
比
較
で
明
際
で
あ
ろ

く

ノ

0

チ
ホ
　
ト
コ
P
　
　
′
ス
　
　
　
　
タ
レ

e
天
ノ
覆
フ
露
地
ノ
誠
ル
轟
。
数
力

人ぎ

タ
イ
セ
イ
シ
ャ
イ
ブ
ン
セ
ン
ワ
ウ
シ
バ
〈
キ
ウ

レ
バ
大
成
至
塾
文
宣
王
。
羅
九
第
ニ

ク
ハ
　
†
サ
　
　
ク
ニ
　
カ
ナ
ラ
　
ナ
ク

葦
二
優
レ
ル
固
。
必
ズ
無
ン
．
ハ
宥
ベ

空一居‡堪
ンう　ナン
カ

ラ

：／
ホ
タ
レ
　
シ
ン
ト
ウ
ナ
カ
ラ

l
執
力
人
道
飢
州
ン
ヤ
。
サ

ツ
　
　
ク
マ
　
タ
ン
　
　
　
　
　
　
チ
ウ

カ
タ
ジ
ケ
ナ
ワ
カ
ア
キ
ヅ
シ
マ
　
ジ
ン
ダ
ー
ー

ラ
ズ
。
監
ク
モ
吾
秋
津
岨
ハ
。
神
代

章

ヲ
欲
シ
玉
フ
薮
ア
ル
そ
。
中

イ
エ
シ
へ
　
ウ
チ
ッ
ヾ
ヰ
　
ア
マ
ツ
ヒ
ッ
キ
．
ク
ハ
ゥ
タ
ウ
タ
ヘ
　
　
　
　
イ
ト
　
　
　
　
　
　
タ
メ
シ

′
古
　
ヨ
リ
打
に
テ
。
l
酢
　
ノ
皇
統
絶
セ
ズ
。
最
モ
日
出
タ
キ
例
ナ
リ
ト

ヰ

コ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ブ

ト

　

ク

ン

シ

コ

ク

　

　

　

　

シ

ョ

ウ

　

　

　

　

　

　

コ

ヽ

テ
。
異
国
ヨ
リ
そ
コ
レ
ヲ
農
ミ
。
君
子
国
ヲ
以
テ
群
ズ
ト
云
リ
。
安
二
人
良

三
十
九
代
…
（
大
友
寅
鳥
実
記
巻
頭
）

そ
れ
て
ん
　
ぶ
ほ
ふ
と
こ
ろ
ち
　
の
す
る
と
こ
ろ
い
づ
れ
　
く
に
　
じ
ん
り
ん
な
か
　
　
　
い
づ
れ
　
く
に

e
話
説
天
の
貿
所
地
の
　
我
　
所
．
款
の
邦
か
人
倫
拒
ら
ん
。
敦
の
州

じ
ん
と
う
な
か
　
　
　
　
　
せ
か
い
は
ん
こ
く
さ
ま
ム
ー
こ
く
ふ
う
　
七
つ
　
な
か
　
　
　
か
t
じ
け
な

か
人
道
無
ら
ん
や
。
世
界
茂
闊
百
般
園
風
を
立
る
中
に
も
。
恭
く
も

‥∴i
ちっ水と

あ
き
つ
す
　
　
す
の
み
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ
を
あ
ま
つ
ひ
っ
ぎ
く
わ
う
と
う

秋
津
洲
の
皐
〓
囲
ハ
。
か
け
ま
く
も
悪
性
天
津
酢
の
皇
統

ゞ
き
　
さ
ん
か
う
、
こ
し
や
う
一
ま
つ
h
ヱ
）
と
あ
さ
ら
か
　
　
こ
と
あ
へ
い
い
き
　
よ
く
お
よ

伍
。
一
二
編
五
常
の
政
怒
研
正
な
る
事
敢
て
異
域
の
能
及

と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
ん
こ
く
　
L
や
う
　
も
ろ
こ
し
ぴ
と
　
わ
が
寸
わ
く
に
　
t
？
と
げ

ぷ
轟
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
文
閥
と
耶
す
る
中
蛮
人
も
吾
皇
国
を
衷
て

く
ん
　
L
こ
く
　
　
お
′
へ
　
　
　
　
こ
ゝ
　
に
ん
わ
う
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
L
ゆ

君
子
国
と
ハ
称
け
り
。
玉
に
人
皇
一
二
十
入
代
の
聖
主
…
：
・
（
大
伴
金
遺

忠
孝
図
会
巻
頭
）

こ
れ
で
み
る
と
、
全
く
の
敷
き
写
し
と
も
見
ら
れ
る
が
、
本
筋
に
入
る
と
転
々

の
違
い
が
目
に
つ
く
。
第
一
、
丁
数
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
が
、
一
丁
分
の

字
数
が
約
二
倍
あ
る
「
大
伴
金
武
忠
孝
図
会
」
の
方
が
、
は
る
か
に
長
い
物
語

に
な
っ
て
い
る
道
理
で
あ
ろ
う
。
精
細
の
大
要
に
は
変
化
が
な
い
の
で
あ
る

が
、
細
部
に
わ
た
っ
て
み
る
と
、
字
句
だ
け
で
な
く
構
感
に
至
る
ま
で
変
化
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
変
化
は
、
各
ヂ
テ
ー
ル
を
細
か
く
描
写
し
て
い
る
と
い
う
だ

け
に
止
ま
ら
な
い
。

そ
の
変
化
の
様
相
を
少
し
整
理
し
て
み
よ
う
。

0
構
想
の
拡
大

忠
孝
図
会
を
其
鳥
実
記
と
項
祝
み
比
べ
て
い
く
と
、
忠
孝
図
会
の
方
が
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
最
た
る
原
因
は
、
傍
売
説
話
の
巧
み

な
付
加
拡
大
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

忠
孝
図
会
で
は
、
精
憩
の
主
軸
を
な
す
悪
逆
の
臣
大
友
真
鳥
と
、
真
鳥
を
父

の
仇
と
ね
ら
う
大
伴
金
遺
の
話
の
ほ
か
に
、
瞳
大
臣
と
百
合
稚
大
臣
の
二
つ
の

説
話
が
大
き
く
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
説
話
は
、
京
島
実
記
に
全
然
見

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
筋
芽
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
備
わ

っ
て
は
い
た
。

其
鳥
実
記
巻
之
一
で
、
百
済
救
援
に
お
も
む
い
た
日
本
軍
が
大
唐
軍
と
戦
う

場
面
が
あ
わ
、
そ
こ
に
蔭
膵
の
軽
大
臣
と
豊
後
の
和
田
丸
と
そ
の
郎
等
別
府
兄

弟
と
い
う
勇
将
が
瑛
わ
れ
、
勇
戦
敢
闘
し
七
い
る
。
そ
し
て
本
文
よ
り
一
字
下

げ
た
注
記
の
部
分
に
こ
の
二
人
を
と
り
あ
げ
て
、
ま
ず

○
按
ズ
ル
ニ
担
大
臣
ノ
轟
。
世
二
云
柏
フ
ル
蹟
ハ
。
云
々

と
軽
大
臣
の
伝
説
を
略
述
し
、
「
此
塾
生
録
二
見
へ
ズ
」
と
し
て
、
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○
此
本
文
ノ
如
ク
樟
大
臣
ハ
。
薩
摩
ノ
住
人
ニ
シ
テ
。
今
度
百
済
加
勢
ノ
一
員

タ
ル
「
明
ラ
ケ
シ
。

と
し
て
お
り
、
ま
た
大
望
の
和
田
丸
に
つ
い
て
も
、

ベ
ガ
ジ
ヤ
ク

○
今
度
異
国
ノ
戦
場
二
冨
合
戦
ア
リ
シ
ユ
へ
。
唐
兵
ノ
異
名
二
百
合
弱
ト
呼
ケ

ヒ
ヤ
ク
ガ
フ
タ
ラ
ズ

ル
由
。
1
中
略
－
百
　
合
　
弱
　
モ
戦
フ
ペ
シ
ト
云
義
ナ
リ
。
－
中
略
－
苦
日
本

ユ

り

　

　

　

　

　

　

　

ワ

カ

シ

ニ
チ
ハ
。
百
合
ノ
二
字
ヲ
百
合
ト
訓
ジ
。
弱
ノ
一
字
ヲ
弱
ト
ヨ
ム
ユ
へ
。
遂

二
本
朝
ノ
俗
百
合
弱
麻
呂
ト
構
ジ
ア
ヘ
リ
。
是
モ
大
臣
ヲ
呼
名
ト
シ
テ
。
或
ハ

ユ
り
ワ
カ
ダ
イ
ジ
ン

百
合
弱
大
臣
ト
云
ヒ
ナ
セ
リ
。
今
ノ
俗
文
非
ガ
嶋
ニ
テ
。
部
等
別
府
ノ
野
心

ヲ
起
セ
シ
説
ア
リ
。
其
接
ア
ル
ー
ニ
ヤ
。
兎
角
此
節
ノ
ー
ハ
。
多
ク
筑
紫
ノ

闊
司
等
。
成
ハ
陪
臣
ナ
ン
ド
イ
私
ノ
宍
轟
ナ
レ
バ
。
朝
廷
ノ
賀
記
ニ
ハ
漏
タ

ル
1
多
シ
。
サ
レ
．
ハ
此
等
ノ
塾
生
ヲ
。
前
後
具
二
考
フ
ー
ル
ハ
。
或
ハ
其
子

孫
末
葉
。
亦
ハ
所
縁
ノ
手
筋
ア
ル
。
家
々
l
一
便
リ
テ
。
其
秘
記
ヲ
見
ル
ニ
非

レ
ハ
。
詳
二
識
シ
ガ
タ
シ
。
大
友
ノ
真
鳥
ノ
肇
宜
そ
。
公
ノ
宜
録
ニ
ハ
。
詳

ラ
カ
ニ
備
バ
ラ
ザ
ル
そ
。
亦
此
タ
グ
ヒ
ナ
リ
。

と
し
て
、
琶
大
臣
・
百
合
推
と
も
に
そ
の
伝
説
を
虚
妄
の
こ
と
と
し
て
斥
け
、

一
方
大
友
真
鳥
の
事
実
が
実
見
に
伝
わ
ら
な
い
理
由
を
弁
じ
な
が
ら
、
真
鳥
実

記
の
記
述
を
頸
異
と
し
て
強
弁
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
上
こ
の
二
人
の
伝

説
上
の
人
物
を
清
虻
さ
せ
て
い
な
い
。

伝
説
上
の
人
物
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
も
、
そ
の
人
物
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
る

伝
説
を
否
定
し
、
大
唐
軍
と
戦
っ
た
人
々
の
一
員
と
し
て
点
綴
し
て
き
た
の
に

は
、
伝
説
を
史
矢
で
な
い
と
否
定
す
る
こ
と
に
上
っ
て
、
同
じ
く
伝
説
上
の
人

物
で
あ
る
大
友
頁
鳥
に
つ
い
て
の
記
述
を
史
異
と
し
て
印
象
づ
け
る
と
い
う
効

果
を
ね
ら
っ
た
の
か
、
そ
の
意
図
は
今
分
明
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
何
ら

か
の
効
果
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
が
、
わ
ざ
わ
ざ
連
れ
出
し
た
二
八
の
人

物
を
、
伝
説
と
し
て
否
定
し
去
っ
て
は
、
少
く
も
物
語
の
上
で
の
効
果
は
な
い

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
忠
孝
図
会
で
は
、
こ
の
二
人
の
伝
説
を
最
大
限
に
利
用
し
ょ

与
と
し
て
お
り
、
そ
の
上
こ
れ
ら
の
伝
説
が
大
し
て
危
な
げ
な
く
全
休
の
構
想

の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
全
篇
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
て
い
る
軽

大
臣
の
息
春
寓
の
場
合
を
み
る
と
、
燈
台
鬼
と
さ
れ
て
辱
し
め
を
受
け
た
父
の

雲
を
供
養
す
る
た
め
、
新
羅
討
伐
軍
に
参
加
す
る
が
、
沙
比
肢
怒
江
城
攻
略
の

軍
功
を
大
友
兵
鳥
に
一
人
占
め
さ
れ
、
さ
ら
に
重
病
を
治
し
て
く
れ
た
垣
雅
明

の
妹
で
、
恋
人
と
な
っ
て
い
た
月
小
夜
を
畠
鳥
に
弔
わ
れ
る
と
い
う
非
運
に
陥

る
。
春
哲
が
、
環
後
に
真
鳥
討
伐
軍
に
加
わ
っ
て
、
そ
の
う
ら
み
を
は
ら
す
の

も
当
然
と
い
う
筋
立
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
挿
話
の
一
つ
と
し

て
田
発
し
た
種
大
臣
燈
台
鬼
の
伝
説
も
、
構
想
展
蝿
の
本
筋
に
参
加
し
、
そ
れ

を
助
け
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
百
合
推
大
臣
の
伝
説
を
挿
入
す
る
場
合

も
同
様
の
こ
と
が
い
え
、
挿
話
の
添
加
で
起
し
が
ち
な
構
想
の
破
綻
を
招
い
て

い
な
い
。
こ
の
様
な
手
法
は
、
史
実
と
し
て
技
か
お
う
と
し
た
真
鳥
実
記
と
違
っ
て
、

歴
史
小
説
と
し
て
の
忠
孝
図
会
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
こ
の
二
つ
の
例
に
限
ら
ず
、
細
部
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
傾
向

で
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
常
に
主
錮
と
な
る
大
友
高
鳥
の
物
吾
を
助
け
る
形
で
痛

入
添
加
さ
れ
て
い
る
巧
み
さ
は
注
目
さ
れ
る
。

⑦
精
細
の
因
果
的
展
開

あ
る
等
件
が
起
る
と
、
そ
の
原
因
と
結
果
が
、
因
果
応
報
と
い
う
形
を
と
っ

て
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
納
得
の
い
く
よ
う
に
精
憩
さ
れ
て
い
る

の
を
、
こ
う
い
う
言
粟
で
現
わ
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
垣
雅
明
は
真
鳥
に
阿
諏
し
て
股
肱
の
臣
と
な
り
、
金
通
に
内
通
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し
な
が
ら
真
鳥
に
悪
逆
を
す
す
め
、
真
鳥
の
没
落
を
早
め
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
演
ず
る
が
、
な
ぜ
雅
明
が
こ
の
よ
う
な
憫
き
を
す
る
か
と
い
う
原
因
に
つ

い
て
、
真
鳥
実
記
（
尖
記
で
は
埴
推
郎
と
名
付
ら
れ
て
い
る
）
で
は
、
雅
明
が

金
遠
に
内
通
す
る
場
で

○
我
姉
先
年
金
烏
二
宮
仕
セ
シ
ニ
。
傍
人
ノ
サ
ゝ
へ
章
二
依
テ
。
金
島
甚
ダ
怒

り
。
蛙
貴
ト
名
付
多
ク
ノ
蛇
ヲ
ア
ツ
メ
我
姉
ヲ
三
旦
二
校
二
貴
意
セ
シ
ナ

リ
。
老
母
ナ
ル
者
コ
ノ
悲
敬
二
身
ヲ
苦
シ
メ
。
悶
心
シ
テ
病
死
セ
リ
。
此
恨

我
和
魂
二
校
シ
ー
路
I

と
、
柘
尊
な
説
明
を
本
文
よ
り
一
段
下
げ
た
注
記
の
形
で
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

ヽ

　

0

し

こ
れ
に
対
し
て
、
忠
告
図
余
で
は
、
撞
春
椙
と
相
愛
の
関
係
に
あ
っ
た
妖
月

小
夜
が
、
其
鳥
の
た
め
に
強
引
に
妾
と
さ
れ
、
そ
の
上
春
街
と
姦
通
し
た
と
い

う
汚
名
を
着
せ
ら
れ
て
、
加
賀
騒
動
の
政
屋
蛇
責
め
の
場
面
を
憩
起
さ
せ
る
残

虐
な
刑
罰
に
過
っ
て
貴
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
憧
惨
な
場
面
を
詳
細
に
抽
写

す
る
こ
と
で
、
垣
犯
明
の
怒
り
に
H
広
さ
せ
る
よ
う
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

場
両
が
設
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
役
に
見
ら
れ
る
雅
肌
の
活
腱
の
引
損
に
同

蔽
で
き
ず
、
酢
蛸
の
行
動
は
音
に
浮
い
た
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
真
鳥
実

記
で
は
、
ま
さ
に
雷
に
浮
い
た
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。

物
語
展
開
の
辻
綾
が
あ
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
次
の
こ
と
も
注
目
さ
れ

る
。
大
友
真
鳥
を
父
の
仇
と
ね
ら
う
金
通
の
咄
明
勇
武
に
つ
い
て
は
、
京
島
失

記
・
忠
孝
図
会
と
も
に
、
彼
の
幼
時
の
有
責
ぶ
り
を
措
い
て
い
る
が
（
と
い
う

上
り
忠
孝
図
会
が
兵
烏
冥
記
を
そ
の
ま
ま
敷
き
写
し
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
、

長
鳥
冥
記
の
場
合
、
少
し
詑
み
進
む
と
、
そ
の
金
道
は
本
当
は
忠
臣
亀
山
大
泉

の
子
で
、
幼
君
の
身
代
り
に
育
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、
折
角

主
役
金
道
の
鴨
明
勇
武
に
申
し
た
祭
が
雷
に
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。
．

そ
の
点
、
忠
孝
図
会
で
は
充
分
芸
を
掃
い
た
様
子
が
う
か
が
え
、
幼
君
金
這

丸
の
身
代
り
に
な
る
と
い
う
場
商
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
色
々
の
持
件
を
寝
た

役
も
と
ど
お
り
に
な
っ
て
い
て
、
金
遺
の
た
め
に
畏
し
た
鮭
が
そ
の
ま
l
竿
生
き

て
い
る
の
で
あ
る
。

括
憩
の
関
田
拭
的
屋
閑
と
い
え
ば
、
当
然
拗
音
懲
悪
と
い
う
琵
念
を
伴
う
の
が

例
で
あ
る
が
、
そ
の
㌍
念
を
満
足
さ
せ
る
方
法
と
し
て
は
、
登
場
人
物
の
性
路

を
巻
と
悪
と
に
明
舘
に
描
き
分
け
よ
う
と
努
力
す
る
の
が
常
套
手
段
と
い
え

る
。
真
鳥
実
記
に
お
け
る
大
友
兵
鳥
は
、
掟
か
に
、
琴
勇
で
あ
る
と
と
も
に
悪

逆
非
道
の
人
物
と
し
て
措
か
れ
て
い
る
が
、
忠
嘉
図
会
を
見
る
と
、
そ
れ
が
一

倍
徹
底
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
例
の
辟
…
套
手
段
を
H
用
し
て
い
る
の
が
判
る
。

た
と
え
ば
、
前
述
し
た
沙
比
蚊
恕
江
域
攻
路
の
場
画
で
も
、
哀
鳥
実
記
で
は
、
共

鳥
一
人
の
智
略
・
勇
武
に
よ
っ
て
攻
略
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
く

そ
の
限
り
で
は
共
鳥
は
武
勇
抜
群
の
勇
将
と
L
か
思
え
ず
（
こ
の
場
通
が
長
鳥

の
最
初
に
出
て
く
る
場
面
な
の
で
一
層
の
こ
と
）
、
銃
に
な
っ
て
悪
逆
の
臣
と

し
て
取
扱
わ
れ
る
の
は
、
官
紀
〓
良
し
な
い
構
想
と
い
え
る
。

忠
孝
図
会
で
は
、
そ
の
場
が
、
轄
春
街
の
智
路
に
哀
鳥
が
参
加
し
て
、
そ
の

強
勇
ぶ
り
を
発
拝
し
、
清
正
流
に
虎
退
治
ま
で
し
て
攻
略
戦
に
成
功
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
按
で
春
加
の
智
路
を
無
視
し
、
そ
の
戦
功
を
一
人
占
め
し
て

い
る
。
大
友
賞
鳥
の
、
強
勇
で
あ
る
が
智
監
浅
く
、
し
か
も
強
欲
な
人
柄
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
後
々
の
真
鳥
の
行
動
と
指
し
合
せ
て
首
肯
で
き
る
よ
う

に
措
か
れ
て
い
る
。

忠
孝
図
会
で
は
、
こ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
一
般
に
憲
と
持
仏
と
の
区
別
を
捕
捉
に

す
べ
く
、
そ
の
形
容
に
い
た
る
ま
で
気
を
配
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
努

力
は
、
登
場
人
物
を
一
層
生
気
の
な
い
績
刑
的
人
物
に
し
て
し
ま
っ
て
は
い
る

が
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
首
持
一
覧
し
た
机
細
心
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
と
い
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う
成
功
を
収
め
て
い
る
。

㊥
怪
奇
性

真
鳥
実
記
に
も
、
寛
平
狐
と
い
う
狐
が
出
て
き
て
、
超
自
然
的
色
彩
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
狐
が
人
間
に
化
け
た
り
、
人
間
に

仇
し
た
り
功
徳
を
施
こ
し
た
り
す
る
と
い
う
欝
態
は
、
そ
れ
ほ
ど
懸
踊
外
れ
の

こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
と
さ
ら
怪
奇
的
色
彩
が
強
い
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
る
が
、
忠
孝
図
会
で
は
、
こ
の
怪
奇
性
が
非
常
に
強
く
出
て
い

る
。
麗
平
狐
が
真
鳥
実
記
以
上
に
活
躍
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
真
鳥

に
整
殺
さ
れ
た
転
職
明
の
妹
月
小
夜
が
亡
魂
と
な
．
っ
て
現
れ
、
自
分
に
姦
通
の

ぬ
れ
衣
を
話
せ
る
べ
く
妊
集
を
め
ぐ
ら
し
た
真
鳥
の
側
妾
を
一
人
ず
つ
と
り
殺

し
、
真
滝
を
も
苦
し
め
る
。
ま
た
真
鳥
に
欝
切
ら
れ
て
憤
死
し
た
大
友
皇
子
は
、

時
平
を
苦
し
め
た
菅
野
損
責
を
彷
排
さ
せ
る
笛
神
と
化
し
て
京
島
を
苦
し
め
気

絶
せ
し
め
る
。
こ
れ
の
み
に
限
ら
な
い
が
、
特
に
こ
の
二
つ
の
場
面
は
、
そ
の

挿
絵
と
あ
い
ま
っ
て
、
相
当
効
果
的
に
怪
奇
性
を
た
ゞ
よ
わ
せ
て
い
る
。

以
上
列
挙
し
て
き
た
真
鳥
実
記
と
忠
孝
図
会
と
の
相
違
は
、
何
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
忠
葦
図
会
に
お
い
て
新
ら
し
く
付
け
加
え
ら
れ
た
諸
特

長
を
一
見
し
て
判
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
が
滝
沢
馬
琴
な
ど
す
ぐ

れ
た
江
戸
の
読
本
作
者
の
手
に
な
っ
た
読
本
の
諸
特
長
と
一
致
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
忠
孝
図
会
が
祖
述
し
た
拝
島
輿
記
に
、
中
村
先
生

が
娯
楽
読
物
化
し
た
欝
談
と
い
う
巨
益
を
下
さ
れ
た
よ
う
に
（
註
こ
、
発
生

期
の
器
本
と
し
て
の
位
軍
つ
け
も
可
鴨
で
あ
る
だ
け
の
証
本
的
聖
茄
が
備
っ
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
忠
孝
図
会
成
立
の
功
の
大
半
は
真
鳥
実
記
に
ゆ
す
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
忠
孝
図
会
の
作
者
意
葺
が
一
層
読
本
的
粉
飾
を
こ

ら
す
べ
く
大
い
に
努
力
し
て
い
る
点
は
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
－
そ
し
て
こ

の
貴
舅
は
、
秋
里
離
島
な
ど
、
完
成
し
た
木
棺
的
読
本
を
知
ら
な
い
初
租
の
図
会

も
の
に
見
ら
れ
る
、
単
純
に
先
行
の
戦
記
物
語
な
ど
の
敷
き
写
し
を
す
る
と
い

う
図
会
も
の
作
り
の
方
法
と
比
綾
す
る
と
き
、
化
政
親
の
江
戸
読
本
全
盛
の
風

洞
を
紀
険
し
た
作
者
に
あ
っ
て
初
め
て
作
り
出
さ
れ
侍
る
も
の
だ
と
の
応
じ
を

抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
作
者
の
山
田
意
窟
は
、
「
確
絵
本
金
石
詔
」
の

よ
う
な
正
統
的
な
江
戸
読
本
の
現
作
方
法
に
放
っ
て
い
る
作
品
を
作
っ
て
成
功

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
読
本
の
諸
特
長
、
詑
本
製
作
の
コ
ツ
は
充
分
心
得

て
い
た
は
ず
で
、
「
大
伴
金
道
忠
孝
図
会
」
の
択
作
に
際
し
て
も
、
一
応
図
会

も
の
蟄
作
の
方
法
に
依
り
な
が
ら
も
、
木
棺
的
証
本
製
作
の
軌
を
活
用
し
た
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

意
苛
の
図
会
も
の
の
う
ち
で
、
江
戸
の
本
椎
的
読
本
の
洗
礼
を
も
っ
と
も
強

く
受
け
て
い
る
の
が
、
こ
の
「
大
伴
金
遺
忠
孝
図
会
」
と
い
え
る
と
思
う
が
、

慧
君
の
他
の
図
会
も
の
も
大
な
り
小
な
り
そ
の
傾
向
を
認
め
う
る
。
図
会
も
の

の
こ
と
と
て
、
痙
本
は
必
ず
存
在
す
る
が
、
初
期
に
見
ら
れ
た
図
会
も
の
と
同

一
に
は
扱
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
董
経
典
疲
記
」
十
二
・
小
暗
邦
器
・
元
帳
十
七
年
刊
　
を
転
本
に
し
て
い

る
「
詩
経
紹
功
図
会
」
　
（
こ
の
「
義
持
勲
功
図
会
」
の
新
木
は
、
同
名
の
「
重

臣
勲
功
記
」
十
九
・
農
場
信
意
・
正
徳
二
年
刊
　
と
思
わ
れ
や
す
い
が
、
轟
異

は
そ
う
で
な
い
。
）
に
し
て
も
、
次
に
か
か
げ
る
序
文

◎
－
新
路
－
誓
砕
石
倉
望
曹
収
恋
仲
記
之
古
木
其
文
辞
富
阻
叡
轟
似
詳
而
閲
如

者
又
多
突
益
謁
余
因
参
考
於
謡
史
壇
補
足
正
吏
加
画
図
名
目
義
仲
勲
功
間
合

以
備
票
婦
女
之
㍍
云
拍

署
天
保
寵
蕉
王
辰
仲
春
　
浪
速
市
隠
　
野
宰
外
史
（
贅
仲
勲
功
悶
合
一
序
文
）

に
よ
っ
て
も
判
る
よ
う
に
、
「
木
曾
恋
仲
記
」
十
・
正
徳
二
年
刊
　
を
柾
本
と
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し
て
い
る
「
譲
仲
勲
功
図
会
」
　
（
た
だ
し
、
こ
の
序
文
は
、
「
糞
経
興
琶
記
」

の
序
文
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
標
窃
し
て
い
る
。
）
に
し
て
も
U
全
体
の
構
成

は
正
史
に
上
り
な
が
ら
各
部
分
に
「
中
将
姫
行
状
記
」
七
致
敬
編
蜜
保
十
五
年

刊
、
「
泉
州
信
田
白
狐
伝
」
四
誓
智
宝
暦
七
年
序
、
「
安
倍
仲
哲
入
唐
記
」
四

誓
賛
宝
暦
十
年
序
　
　
と
い
1
つ
た
長
編
仏
教
説
話
も
の
に
見
ら
れ
る
俗
説
を
そ

の
ま
ま
組
み
込
ん
で
い
る
「
扶
桑
皇
統
記
図
会
」
に
し
て
も
（
蔓
一
）
、
決
し

て
積
木
を
そ
の
ま
ま
敷
き
写
し
し
て
は
い
な
い
。

「
寿
経
勲
功
図
会
」
で
い
え
は
、
次
の
政
文

④
－
前
略
－
余
従
幼
好
於
稗
史
院
本
。
詔
之
而
不
知
倦
。
消
及
長
亦
耽
野
衆
戯

化
。
頃
日
鷹
貫
坪
井
雷
。
拾
紐
於
源
廷
尉
之
功
隋
等
賓
。
合
琵
前
後
十
巻
。
名
以

義
持
勲
功
抱
合
。
原
野
伸
郡
俗
而
。
徒
篤
蛇
足
之
説
者
。
採
児
女
嬰
核
之
裡
而

己
。
其
事
績
真
与
伍
。
固
不
諭
也
。
著
欝
而
以
柏
英
雄
豪
傑
乎
。
惜
英
雄
豪
傑
而

以
伝
鹿
誕
乎
。
鳴
呼
亦
帰
一
砂
忙
耳
。
余
九
泉
之
下
決
偲
故
人
云
爾
。

文
政
九
丙
戊
春
正
月
日
　
浪
速
　
山
田
敏
雄
政
　
（
糞
経
勲
功
図
会

抜
文
）

を
見
て
も
判
る
よ
う
に
、
正
史
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
董
経
に
関
連
し
た
全
て
の
諸

説
話
－
た
と
え
ば
浄
瑠
隅
姫
と
の
情
話
も
、
銅
板
畏
範
退
治
の
武
勇
談
も
、
弁

慶
の
勧
進
帳
も
、
さ
ら
に
は
蝦
夷
に
漬
海
し
金
団
ま
で
攻
め
込
ん
だ
と
い
う
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
・
薄
紅
同
一
説
に
至
る
ま
で
、
平
家
討
伐
と
い
う
史
矢
と
併
せ

て
、
も
っ
と
も
通
俗
的
に
集
大
成
す
る
と
い
う
方
向
で
、
「
扶
桑
皇
統
記
図

会
」
で
い
え
ば
、
中
将
姫
か
ら
弘
法
大
師
に
至
る
様
々
な
人
々
の
民
間
俗
説
を

採
り
あ
げ
な
が
ら
、
当
時
の
風
洞
で
あ
る
尊
皇
主
重
に
便
乗
し
て
の
通
俗
日
本

史
と
い
う
方
向
で
、
そ
れ
ぞ
れ
意
蕾
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
を
加
え
る
手
法
に
は
、
「
大
伴
金
遺
忠
孝
図
会
」
で
見
た
ど
と
く
、

些
戸
の
本
路
的
読
本
の
洗
礼
を
受
け
た
跡
が
濃
厚
だ
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、

「
義
仲
勲
功
図
会
」
を
見
る
と
、
義
仲
と
巴
御
前
と
が
結
び
つ
く
様
子
を
、
今

井
兼
平
ら
を
連
れ
て
諸
国
剋
庇
に
出
た
途
上
、
大
垣
の
地
で
荒
馬
を
と
り
静
め

た
巴
椚
前
の
勇
力
を
見
そ
め
、
郷
士
で
あ
る
父
安
太
夫
に
懇
望
し
て
盃
を
と
り

か
わ
す
と
い
う
ふ
う
に
楕
憩
し
て
い
る
。
将
来
の
雄
飛
の
た
め
諸
国
の
事
情
を

祝
察
し
舶
朝
と
盟
約
を
交
す
と
い
う
目
的
で
諸
国
巡
席
に
出
か
け
、
諸
々
で
武

勇
を
顕
す
と
い
う
構
想
か
ら
し
て
読
本
的
で
あ
る
が
、
智
勇
兼
備
の
若
武
者

が
、
孝
心
厚
く
勇
力
無
双
の
芙
女
と
将
来
を
的
す
る
と
い
う
場
蘭
の
挿
入
は
、

も
ち
ろ
ん
従
来
の
義
仲
伝
説
に
あ
ま
り
見
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
く
本
柘
的
読

本
読
詞
中
の
感
が
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
い
う
場
面
は
、
慧
蕾
の
図
会

も
の
に
強
弱
の
差
は
あ
れ
酔
l
I
J
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
文
化

・
文
政
の
江
戸
の
本
格
的
読
本
全
盛
期
を
経
過
し
た
位
相
に
お
い
て
読
本
畏
作

に
従
事
し
た
意
所
の
図
会
も
の
の
特
質
が
あ
る
の
だ
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
意
苛
の
図
会
も
の
紹
介
に
当
り
、
や
や
彼
の
図
会
も
の
を
過
大
評
価

し
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
こ
の
評
価
は
あ
く
ま
で
初
期
の
図
会
も
の
や
、
幕
末

期
に
お
い
て
も
「
一
休
諸
国
物
語
図
会
」
五
平
田
止
水
・
菱
川
溝
春
画
天
保
七

年
刊
と
い
っ
た
も
の
に
比
較
し
て
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
所
詮
江
戸
の
本
路

的
読
本
に
は
遠
く
及
ば
ね
作
柄
で
、
下
降
期
に
入
っ
た
蒜
未
の
訳
本
界
に
あ
っ

て
、
上
方
の
出
校
業
者
の
失
地
回
復
を
ね
ら
っ
た
拙
速
主
義
に
う
な
が
さ
れ
て
、

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
、
前
縞
の
主
旨
を
変
更
さ
せ
る
も
の
で
は
な

ヽ

　

0

し

五

山
田
憲
蕾
に
つ
い
て
は
、
狼
華
人
物
訪
米
一
二
に

○
　
　
好
花
笠
野
苧

姓
は
山
田
氏
完
山
子
と
班
す
俗
椚
ま
巌
浪
輩
の
人
初
め
欝
家
に
し
て
狂
歌
を
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琶
す
戯
作
を
好
ん
で
著
述
す
小
説
難
H
L
l
浄
瑠
鞘
等
数
多
あ
り
後
剃
髪
し
て
意

啓
と
い
ふ
弘
化
三
年
丙
午
十
l
月
廿
四
日
没
年
五
十
九

と
あ
る
以
上
に
付
け
加
え
る
べ
き
資
料
を
持
ち
合
せ
な
い
。
が
、
重
太
夫
年
表

に
上
る
と
、
天
保
三
年
正
月
二
日
上
溝
の
「
生
等
朝
顔
話
」
に
添
削
者
耶
麻
田
加

々
子
と
し
て
名
を
出
し
て
以
来
、
天
保
年
間
長
ら
く
流
削
者
と
し
て
山
田
案
山

子
の
名
を
見
せ
、
ま
た
平
亭
銀
鶏
の
「
融
緋
相
槌
聖
の
鶉
現
に
「
浪
花
風
流

廼
請
大
人
銀
鶏
先
生
乃
堕
亭
乎
訪
布
之
図
」
の
中
に
、
市
川
白
猿
（
七
世
市
川

団
十
郎
）
な
ど
い
う
俳
優
や
芸
人
、
上
田
公
長
な
ど
の
書
家
、
柄
里
芋
喜
楽
な

ど
の
文
人
と
と
も
に
山
田
野
事
の
顔
が
見
え
て
お
り
、
そ
の
文
人
と
し
て
の
交

遊
の
広
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
書
家
で
あ
り
狂
歌
を
琶
く
し
た
と
い
う
迫
撃
人
物

語
の
記
述
と
と
も
に
、
幕
末
如
上
方
文
人
の
一
つ
の
タ
イ
プ
が
浮
ん
で
く
る
。

が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

註
1
、
中
村
串
琵
票
「
近
世
小
説
史
の
研
究
」
所
収
『
読
本
発
生
に
関
す
る
諮

問
m
』
参
m

註
2
、
拙
稿
「
上
方
読
本
庭
関
の
一
側
面
－
仏
教
長
持
説
話
も
の
の
継
承
に
つ

い
て
1
」
近
恍
文
芸
稿
六
参
紹

（
こ
の
稿
は
、
「
国
文
学
致
」
第
二
十
二
号
発
表
の
拙
稿
「
後
期
読
本
群
の
一

分
野
－
『
間
食
も
の
』
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
、
中
村
率
琵
先
生
か
ら
色
々
榊

教
示
い
た
だ
い
た
こ
と
に
啓
琵
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
三
十
六
年
度
春
季
近
世

文
学
会
（
於
日
本
大
学
）
の
階
上
で
発
表
し
た
も
の
に
手
を
加
え
た
も
の
。
）

－
－
可
部
女
子
短
期
大
学
講
師
1
－
1
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